
第17回バイオフィリアリハビリテーション学会 

公開市民講座・基調講演のご案内 

脳機能活性化を実現する技術革新と 

自律的リハビリテーションの提案 

日程 ： 平成25年8月31日（土）（9：30より 公開講座無料） 

会場 ： 慶應義塾大学日吉キャンパス来往舎  
      （講演はITを用いて公開放送・収録されます。）学会参加費5000円 

放送アドレス  http://jiritu.org/   
申込先 藤沢市湘南台4-24-5 FAX 0466-90-4552  http://Biophilia.info/   e-mail taki@civilnet.org 

基調講演１： 9：50より 

田中敏幸 

 

慶應義塾大学理工学部教授 

バイオフィリアリハビリテーション学会理事 

パーソナルコンピュータ利用技術学会常任理事 

いつまでも若々しく生きるために 

基調講演2： 10：50より 
 

白澤卓二 

 

バイオフィリアリハビリテーション学会理事長 

順天堂大学大学院医学研究科加齢制御講座教授 

主催 NPO法人バイオフィリアリハビリテーション学会  
共催 高齢市民が活躍するための社会技術研究会 
    横浜国立大学人機能再建のための工学支援研究拠点 
後援：厚生労働省 ・ 横浜市健康福祉局 ・ 
公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会・公益財団法人テクノエイド協会・ 
公益社団法人全国老人保健施設協会・公益社団法人日本理学療法士協会・一般社団法
人日本作業療法士協会・一般社団法人日本リハビリテーション工学協会・日本生活支援工
学会   

 脳機能活性化を実現する技術革新と自律的リハビリテーションの提案 





第17回バイオフィリアリハビリテーション学会公開市民講座・基調講演のご案内 

脳機能活性化を実現する技術革新と自律的リハビリテーションの提案 

セッション1 9:30～ 座長 神奈川県立保健福祉大学教授 長澤弘 

 
 

脳機能計測によるリハビリ効果の評価 

 

大会会長 田中敏幸 慶應義塾大学理工学部教授  
 

概要 

 脳機能計測については、脳波計測、脳磁場計測、fMRI、NIRSなどいろいろな計測方法が提案され、実用

化されている。脳波計測については安静時に目をつぶった状態でパルス上の光刺激を与える必要があり、

脳磁場計測ではシールドされた空間における測定の必要がある。また、fMRIは強力な磁場を必要とするた

め近くに他の器具を近づけることができない。そのようなことから、リハビリによる脳機能の改善を評価

する手法としては、NIRSを用いた評価が最適ということになる。しかし、NIRSで得られる信号は頭皮に近

い部分における脳活動を示しているにすぎないため、そのわずかな情報から脳の深い部分の状態を推定す

る必要がある。これは逆問題と呼ばれるカテゴリーの研究である。リハビリ時におけるこの逆問題の難し

さから、まだ十分な研究成果が出ていないのが現状であるが、今後のリハビリ工学の中心的なテーマの一

つになると思われる。ここでは、リハビリ時における脳機能計測の問題点と研究の現状について解説す

る。 

 

 

いつまでも若々しく生きるために 

バイオフィリアリハビリテーション学会理事長白澤卓二 

順天堂大学大学院医学研究科加齢制御講座教授 
 

 要旨：2006年の日本人の平均寿命は女性が85.81才、男性が79.00才で、日本は世界一の長寿国、人生80

才時代に突入した。20世紀には平均寿命が50才から80才へと30才も飛躍的に延伸し、現在も延び続けてい

る。双生児の疫学研究から、寿命が遺伝素因ばかりでなく、環境要因にも大きく左右されることが判明。

環境要因の中でも、生活習慣病の予防に重要な要因として栄養と運動と生きがいが寿命に及ぼす影響を解

説したい。 

 

 

 

第18回バイオフィリアリハビリテーション学会ご挨拶 

東海学園大学 健康栄養学部 管理栄養学科教授 太田久彦 
 

2014年に開催される第18回バイオフィリアリハビリテーション学会の大会をお引き受けすることになり

ました。 

会場となります東海学園大学は、名古屋市天白区にあります。名古屋は東日本からも西日本からもアク

セスが容易ですので、大勢の方にお越しいただきたいと思います。 

私は長年内科医として脳血管障害の方のリハビリテーションに関わってきました。まだ、脳卒中の早期

リハビリテーションが殆ど世の中に浸透していなかった時期に、理学療法士とともにハラハラドキドキし

ながら早期リハビリテーションに取り組んだことを思い出します。その後、回復期リハビリテーション病

院で仕事をする中で回復期から維持期の障害者・高齢者のリハビリテーションに関わり、脳卒中障害者の

機能回復の厳しい現実を学びました。身体的機能での困難は大きいものではありますが、精神的な柔軟さ

とたくましさを涵養することで、社会の一員として生活することができることを障害者自身が実体験を通

じて学ぶことが維持期リハビリテーションの役割の一つであります。障害者や高齢者を取り巻く社会が変

わることもたいへん重要です。社会制度ももちろんですが、一人一人の市民の意識が変わることが重要と

思います。この点は、本学会の理念の一つと私は理解しております。障害者や高齢者が生き生き生活する

ことができる社会を作るために、第18回大会がその一助となることを願っております。 

 



セッション3 14:30～ 座長 横浜国立大学教授 高田一 

 

どうして予防接種で病気から身を守れるのか？ 

（独）理化学研究所 統合生命医科学研究センター 小安重夫 

 

 私達の体は侵入したウイルスや細菌と戦う力を持っています。そして戦いの後には、どのような相手と

戦ったかを記憶しています。この能力を利用したのが予防接種あるいはワクチンです。今回の講演では、

どうして私達の体がウイルスや細菌と戦えるのか、どうして予防接種が病気から私達の身を守るのか、ど

うして効果的な予防接種とそうでないものがあるのか、などに関してお話をさせていただくつもりです。 

セッション2 13:00～ 座長 つくば国際大学教授 縄井清志 

 

褥瘡あれこれ 

前Biophilia Rehabilitation Academy 理事長 

  日本リハビリテーション専門校   木村 哲彦 
 

 褥瘡ついての話をします。 

 昭和40年代からリハビリの妨げになる最大原因は何かと、学会或いは誌上報告をしてきました。 

結果健保の点数にも反映される結果になり一つの目的を達成し得たとも考えています。 

この間を振り返り、40年以上になりましたが、その道程をお話します。 

 

「ロボット介護機器と腰痛予防対策」講演要旨 

（公財）テクノエイド協会  

常務理事・事務局長 本村光節 
 

 我が国の介護人材の不足並びに介護負担の軽減対策として、経済産業省と厚生労働省は、ロボット介護

機器開発・導入促進事業を今年度から開始しました。平成27年度には新しい介護機器を市場に投入する計

画です。また、厚生労働省は、19年ぶりに腰痛予防対策指針を見直し、福祉用具を積極的に利用し、原則

として人力で人を抱え上げないこととする指針の改訂を公表しました。これら国の施策とテクノエイド協

会の取組みを紹介します。 

セッション4 15:45～ 座長 慶應義塾大学教授 田中敏幸 

 

4-1 尾崎豊音楽の自律神経への影響について, 児玉由美子, 岡山県立大学デザイン学部デザイン工学科） 

4-2 簡易移乗機器－だっこ君Ⅱ－の開発, 李 爽, 1横浜国立大学大学院 工学府システム統合工学専攻 

4-3  歩行機能の向上を目的とした機器の研究開発, 大浦 弘毅, 横浜国立大学大学院 工学府システム統   

   合工学専攻  

4-4 自律リハビリテーションプログラム（タキザワ式）発明方法について, 滝沢茂男, バイフィリア研究

所 

4-5 脳機能の観点におけるリハビリ効果の検証に関する研究, 清水大輔, 慶應義塾大学大学院 理工学研 

   究科 

4-6 電気的駆動力を用いた経皮吸収技術の医療福祉への応用, 秋本眞喜雄, 関東学院大学工学総合研究所 

基調講演・公開講座にご参加希望の方は、FAX0466-90-4552へ住所・氏名・電話番号。参加希望と記入し

て送信してください。メールでも受け付けます。宛先taki@civilnet.org 

終了後に懇親会（有料）を企画しています。ご参加を歓迎します。 


